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先にも書きましたが、このシリーズでは

｢薬局実務実習のポイント・着目点｣として、

調剤室のこと、医療従事者との協議、在宅に

ついて、などを中心に記述する予定です。第

１回となる今回は、薬局実務実習の中でも、

特に調剤室に目を向けてみました。

｢調剤室なら、大学で実習するし、病院で

も十分実習するからいいよ！｣――このよう

な声が学生さんから聞こえてきそうです。

確かに高度な機器を使用した調剤や、数多

くの処方せん調剤を経験するのは、病院での

実習にはかないません。だったら保険薬局で

の実習は不要でしょうか？

もし不要であるなら、保険薬局の実習を項

目から削除したほうが良いでしょう。しかし、

皆さんには、次のような事例を通して、少し

考えてみていただきたいと思います。

以前は、粉薬を分包したものは、分か

らなくなるのを防ぐために、朝・昼・

夕・寝る前、それぞれ別の袋に入れたり

していました。そのように工夫しても、

取り出してしまうと分からなくなるの

で、これを防止するために、いつのむか

を分包紙に記入するようになり、それを

コンピュータで自動記入できるように分

包機が改良されてきました。

コンピュータで自動的に分包紙に印字

されるようになった当初は、文字が小さ

く読みづらいという問題がありました。

患者さんや家族の方からのお話を聞いて

設定を変え、大きな文字で印刷できるよ

うにして、読みやすく改良しました。

これは通称“一包化調剤”（One Dose

Package）と呼ばれている調剤方法で、

患者さんや家族の方と話し、確認しなが

ら、のみやすいように調剤します。これ

も需要と供給のバランスで、自動錠剤分

包機が開発されましたが、非常に高価で

どの薬局でも必ず備えておける状況には

なっていません。

可能な限り機械を導入して調剤して

も、『きれいな文字で印刷されているの

だけれど、どれも同じ色・同じ文字で判

別しづらい』という声を耳にすることが

あります。そのような場合は、仮に綺麗

に大きな文字で印刷できる自動錠剤分包

機があっても、患者さんや家族の方の要

望に耳を傾け、ペンの色を変えたりしな

がら、手書きで丁寧に分包紙にいつのむ

かを記入していく場合もあります。

今号から５回にわたって、｢薬局実務

実習のポイント・着目点｣といった視点

から記事を書いていこうと考えていま

す。あいさつが遅くなりましたが、私は

宮城県、福島県、埼玉県、千葉県で開局

しているひかり薬局・プラザ薬局チェー

ンを運営している「オオノ」の人材開発

部に所属する小林満と申します。宜しく

お願いいたします。

①薬袋から取り出した後でも、いつ
のむかが分かるようにしてほしい

②書かれた文字が小さいので見づらい

③のみ忘れることがあるので、のむ
時間ごとに薬を分け、分かりやすく
してほしい

このように、患者さんや家族の方の声に耳

を傾けながら、調剤に工夫を加えていくこと

は、大学の実習室や忙しい病院では経験でき

ないケースが多々あると思います。

そして、このような対応をしていく調剤室

ですから、『処方内容や調剤日数で、どの分

包機を使用すれば一番効率が良いか？』『Ｔ

ＤＭを行う医薬品はどれで、どの分包機を使

用したほうが良いか？』『粒子径の異なる粉

薬が処方されている場合、どのように調剤し

ていくか？』など、ＴＤＭを行う医薬品、散

剤、顆粒剤などの粒子径・薬理作用、常用処

方量などの薬理学や薬剤学など、大学で学ん

だ知識を応用していく重要性を、病院実習や

保険薬局実習は再確認できる良い機会なので

はないでしょうか。

病院や保険薬局での実習は、医師や看護師

の臨床実習と同様、学んだことが現場でどう

生かされるのかを学ぶことだと思います。

現場で実習を受けるには、事前学習が必要

になります。自動車の路上研修前に行う教習

所研修と同じように。

④分包紙に印刷されている文字の色
や形が判別しにくい

実践!!
薬局実務実習
そのポイントと着目点

オオノ人材開発部

小林　満

○１○患者への心配りが何より大切

得た知識を応用する絶好の機会


